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　２
０
１
５
年
７
月
８
日
に「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」が
世
界
文
化
遺

産
と
し
て
登
録
さ
れ
て
、
今
年
で
10
年

を
迎
え
ま
す
。

　歴
史
的
価
値
の
あ
る
こ
の
貴
重
な
遺

産
を
守
り
、
後
世
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
を
考
え
ま
す
。

　

共
に
歩
ん
で
き
た
10
年

　大
牟
田
市
・
荒
尾
市
・
宇
城
市
に
所

在
す
る
三
池
炭
鉱
関
連
資
産
全
体
で
、

こ
れ
ま
で
に
約
３
５
０
万
人
が
各
資
産

を
訪
れ
ま
し
た
。

　地
域
の
世
界
遺
産
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
た
め
に
、
教
育
分
野
で
は
資
産

の
あ
る
地
元
の
小
学
生
同
士
が
市
を
越

え
て
交
流
し
た
り
、
石
炭
に
ち
な
ん
だ

給
食
を
提
供
し
た
り
す
る
な
ど
、
楽
し
み

な
が
ら
学
び
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　三
市
合
同
で
イ
ベ
ン
ト
や
Ｐ
Ｒ
な
ど

も
行
い
、
市
内
外
に
向
け
て
、
魅
力
を

伝
え
て
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
と
と
も
に
保

全
活
動
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
り
、
世
界
遺
産
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
も
進
み
ま
し
た
。

　ま
ち
の
宝
、
そ
し
て
世
界
の
宝
と

な
っ
た
世
界
遺
産
。
こ
れ
か
ら
も
共
に

歩
み
続
け
、
そ
の
姿
を
未
来
に
届
け
ま

し
ょ
う
。

① 山口県萩市（萩反射炉、恵
え び す が は な

美須ヶ鼻造船所跡、大
おおいたやま

板山たたら
 　製鉄遺跡、萩城下町、松下村塾 ）
② 鹿児島県鹿児島市（旧集成館、寺山炭

すみがまあと

窯跡、関吉の疎水溝）

③ 静岡県伊豆の国市（韮
にらやま

山反射炉）
④ 岩手県釜石市（橋野鉄鉱山）
⑤ 佐賀県佐賀市（三重津海軍所跡）

⑥ 長崎県長崎市（小
こすげしゅうせんば

菅修船場跡、三菱長崎造船所第三船
せんきょ

渠、

　 同ジャイアント・カンチレバークレーン、同旧
きゅうきがたば

木型場、
　 同占

せんしょうかく

勝閣、高島炭坑、端島炭坑、旧グラバー住宅）
⑦ -1 福岡県大牟田市、熊本県荒尾市（三池炭鉱・三池港 
　　　[ 宮原坑、万田坑、専用鉄道敷跡、三池港 ]）
⑦ -2 熊本県宇城市（三角西港）
⑧ -1 福岡県北九州市（官営八幡製鐵所）

⑧ -2 福岡県中間市（遠
お ん が が わ

賀川水源地ポンプ室）
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　「明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」は
日
本
独
自
の
も
の

づ
く
り
の
文
化
や
、
世
界
的

に
も
ま
れ
な
日
本
の
飛
躍
的

な
発
展
の
過
程
な
ど
を
伝
え

る
貴
重
な
遺
産
で
す
。
中
で

も
大
牟
田
市
・
荒
尾
市
・
宇

城
市
に
ま
た
が
る
三
池
エ
リ

ア
は
、
高
品
位
で
豊
富
な
埋

蔵
量
の
石
炭
に
よ
り
明
治
か

ら
昭
和
の
日
本
を
支
え
た
資

産
で
、
そ
の
歴
史
を
現
代
に

伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

　三
池
炭
鉱
は
、
高
島
炭
坑

（
長
崎
市
）に
続
い
て
日
本

で
二
番
目
に
近
代
化
さ
れ
た

炭
鉱
で
、
１
８
７
３
年
に
官

営
炭
鉱
と
し
て
操
業
開
始
。

１
８
８
９
年
に
明
治
政
府
か

ら
払
い
下
げ
を
受
け
た
三
井

は
、
英
国
製
の
最
先
端
の
鉱

山
機
械
を
導
入
し
て
、
国
内

最
大
規
模
、
最
大
出
炭
量
を

誇
る
ま
で
の
炭
鉱
へ
と
発
展

さ
せ
ま
し
た
。
日
本
の
近
代

化
を
支
え
、
採
炭
・
輸
送
・

積
み
出
し
と
い
っ
た
一
連
の

施
設
が
良
好
な
状
態
で
残
っ

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

　

世界文化遺産登録10周年特別企画

大牟田・荒尾・宇城市合同特集 三 池 炭 鉱 関連
資産

　1㌧の石炭を掘るのに約10㌧の地下水が出たと
いわれる三池炭鉱で、坑内排水と掘った石炭を地
上に引き上げる揚

ようたん

炭を兼ねた坑
こうぐち

口を開発するた
め、技師・團

だんたくま

琢磨がデビーポンプを導入し開発し
た宮原坑。明治後期から昭和の初めにかけて、三
池炭鉱の主力坑として当時の石炭需要を支え、年
間平均約40～50万㌧の採炭量を誇りました。

　三池炭鉱の各坑口で採掘された石炭や資材を運
搬するために整備された鉄道で、最盛期には延べ
15㌔㍍にも及びました。1905年には宮原坑・万
田坑を経由して三池港（当時は建設中）まで開通
し、これによって採炭から積み出しまでの炭鉱シ
ステムが確立されました。

　宮原坑に次いで整備された坑口で、三井の技術
陣が総力を挙げて設計に取り組み、開坑しまし
た。1902年操業の第一竪

たてこう

坑と、1909年操業の第
二竪坑からなり、当時は国内最大規模の竪坑とし
て威

いよ う

容を誇りました。1951年に採炭を中止しま
したが、1997年の三池炭鉱閉山まで排水や坑内
管理を担いました。

　オランダ人水理工師ムルドルによる西洋の技術
を取り入れた設計のもと、天草の石工たちの手で
日本の土木技術を用いて、1887年に竣工しまし
た。明治政府が手掛けた三大築港の一つで、三池
港が完成するまで三池炭鉱の石炭はここから海外
へ輸出されました。

　三池炭鉱の石炭産出量の増加に伴って整備された積出港。干満の
差が5.5㍍と大きく遠浅である有明海の難問を、日本人技術者らは、
砂や泥が港の中に入るのを防ぐ長い防砂堤と、水位を調整する閘

こうもん

門
を設け克服しました。これにより、大型船の出入港が可能となり、
100年以上経った今も現役で国際物流港として機能しています。
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